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 現在の日本アルプスの平衡線高度について	
 	
 

A review of present ELA in Japanese Alps 

福井幸太郎（立山カルデラ砂防博物館）	
 

Kotaro FUKUI (Tateyama Caldera Sabo Museumf) 
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１．現在の日本アルプスの平衡線高度 

 

	
 戦前，今村学郎は現在の日本アルプスの平衡線高度が最終

氷期よりも 1000m以上上昇したと仮定し，4000 m以上と推

定していた（今村，1940）．気象データに基づいて日本アル

プスの平衡線高度を初めて提示したのは信州大の小林国夫で

ある．1957年，小林は星合誠と共同で輪島上空の夏期平均気

温から日本アルプスの現在の平衡線高度を標高 4035±85 m

と算出した論文を出版した（Hoshiai and Kobayashi，1957）． 

平衡線高度は通常，気温と降雪量の二つの値から計算され

る（例えばOhmura et al., 1992）．この論文が書かれた当時，

日本アルプスではまだ，積雪観測がほとんど行われていなか

った．このため、積雪量を考慮せず、気温だけから暫定的に

平衡線高度が求められた。日本アルプスでは，標高 4000 m

以上でないと氷河が出来ないという通説はこの暫定的な平衡

線高度がもとになっている． 

	
 1960～1970 年代になると，国内の多年性雪渓の研究が盛

んに行われるようになり，一部の多年性雪渓では，流動に関

する調査も行われ，現存する氷河か否か議論されたこともあ

った（例えば吉田，1964）．野上(1977）は，現在の多年性雪

渓は、吹き溜まりや雪崩などの地形効果によって積雪が集積

することによって形成されているため，その存在は平衡線高

度とは無関係であると主張した．これに対して小野(1980）は，

多年性雪渓は氷河に近い存在であり，鹿島槍ヶ岳のカクネ里

雪渓のような多年性雪渓の質量収支から現在の日本アルプス

の平衡線高度を算出すべきと主張した。 

その後，Ono et al. (2003)は，立山の夏の平均気温と降雪量

の実測値から世界的に引用されているOhmura et al (1992)

の経験式を用いて現在の立山の平衡線高度を計算した．その

結果，平衡線高度は 2970 mとなり，現在でも立山は辛うじ

て平衡線高度に達しているということが示された． 

 福井・飯田（2012）は立山の御前沢雪渓，剱岳の三ノ窓雪

渓，小窓雪渓でアイスレーダーによる氷厚観測と測量用GPS

を用いた流動観測を行った．その結果，これらの多年性雪渓

は厚さ 30 m以上，長さ数百mに達する氷体を持ち，氷体は

現在でも流動していることが明らかにされた．ついに日本で

も現存氷河が発見された． 

平衡線高度と氷河中央高度（AAR=0.5)が等しいと仮定した

場合（Braithwaite and Raper, 2009），立山の平衡線高度は

2600 m、剱岳のそれは 2000 mとなる。 今後は，発見され

た氷河の質量収支から立山・剱山域の平衡線高度が明らかさ

れるかも知れない． 

 

２．2012年秋と 2013年春の立山・御前沢氷河の観測成果 

 

御前沢氷河では，2010年秋および 2011年秋の測量用GPS

を用いた流動観測により 1～2ヶ月間で 10 cm前後の流動が

観測された（福井・飯田、2012）．しかし，年間流動量は分

かっていなかった． 

2012年 10月 12日、2011年秋から氷河上に残置していた

6本の流動観測用ポールうち 3本を 1年ぶりに発見した．そ

のポールの位置をGPSで測量した．その結果，年間流動量は

氷河上流部と中流部で 25 cm，下流部で 17 cmであることが

分かった（図 1）．三ノ窓氷河，小窓氷河でも 2011年秋から

ポールを残置してあったが，2012年は残雪が多くて発見でき

ず，年間流動量を求めることができなかった． 

御前沢氷河では，2009年秋のアイスレーダー観測（周波数

270MHz）で，氷河上流部に厚さ 23 m，長さ 300 m、下流

部に厚さ 27 m，長さ 400 mの氷体があることが分かってい

た(福井・飯田、2012）．ただし，上流部では岩盤からの反射

が不明瞭で，再調査が必要であった． 

2013 年 6 月 12 日、より深くまで電波がもぐる 100MHz

アンテナを用いて御前沢氷河でアイスレーダー観測を実施し

た．その結果，上流部の氷厚は 36 mに達していること，下

流部の氷厚は以前の観測と同じ 27 mであることが分かった

（図 2）． 
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図1 御前沢氷河の年間流動量 

 

 
図2	
 御前沢氷河のアイスレーダー縦断面．100MHzアンテナを使用．2013年6月12日に実施．	
 


